
﹃
上
毛
孤
児
院

関
係
資
料
集
成
﹄

編
集
復
刻
版

全
5
巻
＋
付
録
D
V
D
1
枚

上
毛
孤
児
院
︵
群
馬
県
︶
は
�
濃
尾
大
地
震
に
よ
る

﹁
震
災
孤
児
﹂
の
惨
状
に
触
発
さ
れ
て
設
立
さ
れ
�

災
害
や
凶
作
�
貧
窮
か
ら
保
護
者
を
失
�
た

子
ど
も
た
ち
を
ま
も
り
育
て
た
施
設
と
し
て
�

﹁
西
の
岡
山
孤
児
院　

東
の
上
毛
孤
児
院
﹂
と
並
び
称
さ
れ
た

戦
前
期
児
童
養
護
施
設
の
草
分
け
で
あ
る
�

本
資
料
集
成
は
�
機
関
誌
﹃
孤
児
の
友
﹄﹃
上
毛
孤
児
院
月
報
﹄
お
よ
び

関
係
諸
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
し
�
編
集
復
刻
！

ま
た
�
当
時
の
孤
児
た
ち
の
様
子
や
世
相
・
風
景
を
映
し
出
す
�

幻
灯
用
ガ
ラ
ス
原
盤
︵
画
像
デ
�
タ
約
二
〇
〇
点
︶
を

付
録
と
し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
�
詳
細
な
解
説
を
付
し
て
刊
行
！

◎
編
・
解
説
︱
︱ 

宇
都
榮
子
︵
専
修
大
学
教
授
︶

 

細
谷
啓
介
︵
上
毛
愛
隣
社
理
事
長
︶

◎
揃
定
価
︱
︱
︱ 

十
一
万
円
＋
税

六
花
出
版

児
童
養
護
事
業
の
原
点
！

社
会
事
業
史
・
児
童
教
育
史
研
究
の

重
要
資
料
！

じ
�
う
も
う



西
暦

年
号

年

1
8
8
7

明
治
20

岡
山
孤
児
院
創
立

1
8
9
1

明
治
24

濃
尾
大
地
震
（
岐
阜
・
愛
知
地
方
）

1
8
9
2

明
治
25

上
毛
孤
児
院
創
立
（
群
馬
県
前
橋
市
）

1
8
9
4

明
治
27

日
清
戦
争

1
8
9
5

明
治
28

養
蚕
を
始
め
る

1
8
9
6

明
治
29

三
陸
大
地
震

東
京
孤
児
院
創
立

1
8
9
9

明
治
32
「
孤
児
の
友
」
第
1
号
発
刊

1
9
0
1

明
治
34

田
中
正
造
来
園

感
化
法
発
布

石
井
十
次
来
園

留
岡
幸
助
来
園

財
団
法
人
認
可

1
9
0
2

明
治
35

幻
灯
機
購
入
。
第
1
回
幻
灯
会　

富
岡
町
「
中
村
座
」

1
9
0
3

明
治
36
「
孤
児
の
友
」50
号
を
記
念
し
て「
上
毛
孤
児
院
月
報
」

と
改
題

1
9
0
5

明
治
38

札
幌
慈
善
音
楽
会

1
9
0
6

明
治
39

東
京
慈
善
会

1
9
0
7

明
治
40

里
預
け
開
始　

幼
時
は
里
親
に
委
託
し
、
学
齢
に
達

す
る
と
院
に
引
き
取
る

1
9
1
1

明
治
44

北
海
道
農
場
買
収
。
農
場
開
墾
開
始

横
浜
市
の
慈
善
家
の
寄
付
に
よ
り
、
映
画
「
小
公
子
」

の
東
洋
で
の
上
映
権
を
得
、
創
立
二
十
五
周
年
記
念

拡
充
事
業
の
た
め
各
地
巡
業

1
9
1
3

大
正
2

活
動
写
真
機
購
入

1
9
2
3

大
正
12

関
東
大
震
災
。
震
災
に
よ
る
迷
児
24
人
収
容

1
9
2
4

大
正
13

前
橋
幼
児
園
落
成

北
海
道
農
場
開
墾
成
功

1
9
3
0

昭
和
5

救
護
法
実
施

石
川
館
落
成　

出
身
者
の
寄
贈

1
9
3
9

昭
和
14
「
上
毛
孤
児
院
月
報
」
終
刊

1
9
4
1

昭
和
16

財
団
法
人
上
毛
孤
児
院
を
財
団
法
人
上
毛
愛
隣
社
と

改
称

1
9
4
4

昭
和
19

岩
神
幼
児
園
開
園

1
9
4
5

昭
和
20

前
橋
幼
児
園
戦
災
全
焼

「
西
の
岡
山
孤
児
院
、
東
の
上
毛
孤
児
院
」
と
、
石
井
十
次
の
岡
山
孤
児
院
と
並
び
称
さ
れ
た
上
毛
孤
児
院
は
、

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
、
群
馬
県
前
橋
市
に
開
院
し
た
。

創
立
し
た
の
は
旅
館
を
営
む
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
宮
内
文
作
と
質
屋
の
横
地
源
七
郎
で
あ
っ
た
。
宮
内
は
、
泊
ま

り
客
か
ら
前
年
の
濃
尾
大
地
震
に
よ
る
「
震
災
孤
児
」
の
惨
状
を
聞
い
て
孤
児
救
済
を
使
命
と
受
け
止
め
た
の
で
あ

る
。
主
任
と
し
て
実
際
に
子
ど
も
た
ち
の
訓
育
に
あ
た
っ
た
二
四
歳
の
金
子
尚
雄
は
、
開
院
の
直
前
、
岡
山
孤
児

院
に
石
井
十
次
を
訪
ね
て
い
る
。

こ
う
し
て
「
無
告
可
憐
の
孤
児
を
救
養
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
開
院
し
た
上
毛
孤
児
院
は
、
新
島
襄
を
は
じ
め

多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
指
導
者
と
社
会
事
業
家
を
輩
出
し
た
上
毛
の
地
で
、
先
駆
的
な
児
童
保
護
事
業
を
展
開
す
る
。

し
か
し
寄
付
だ
け
に
よ
る
運
営
は
常
に
厳
し
く
、
幻
灯
機
や
楽
器
を
使
用
し
た
慈
善
幻
灯
会
・
活
動
写
真
会
や

慈
善
演
芸
会
な
ど
の
募
金
活
動
、
慈
善
袋
を
農
家
に
配
っ
て
米
・
麦
・
大
豆
を
入
れ
て
も
ら
う
な
ど
の
ほ
か
に
賛

助
員
を
募
集
し
て
安
定
し
た
収
入
の
確
保
に
努
め
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
数
が
増
え
る
に
つ
れ
、
院
児
の
職
業

教
育
を
意
図
し
て
園
芸
部
を
設
置
し
、
さ
ら
に
は
北
海
道
農
場
の
開
拓
が
計
画
さ
れ
、
一
九
二
四
年
に
実
現
す
る
。

機
関
誌
『
孤
児
の
友
』
は
、
一
八
九
九
年
に
創
刊
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
上
毛
孤
児
院
の
理
念
と
入
院
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
の
窮
乏
状
況
の
報
告
、
在
院
中
の
様
子
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
作
文
、
退
院
後
の
状
況
、
そ
し
て
慈
善

演
芸
会
の
報
告
、
入
出
金
の
状
況
な
ど
が
記
録
さ
れ
、
院
の
様
子
が
生
き
生
き
と
伝
わ
る
。
創
刊
時
は
月
刊
で
あ

っ
た
が
、
一
九
〇
三
年
三
月
に
『
上
毛
孤
児
院
月
報
』
に
改
題
、
一
九
一
〇
年
頃
か
ら
隔
月
刊
な
い
し
不
定
期
刊
と

な
る
。

本
資
料
集
成
は
、
児
童
養
護
事
業
の
草
分
け
で
あ
る
上
毛
孤
児
院
の
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
資
料
と
し
て

『
孤
児
の
友
』『
上
毛
孤
児
院
月
報
』
を
創
刊
か
ら
一
九
三
九
年
（
第
一
七
七
号
）
ま
で
を
復
刻
（
第
一
四
六
号
以
降
に
つ
い

て
は
、
寄
付
者
名
簿
を
除
く
部
分
の
抄
録
）
、
上
毛
愛
隣
社
所
蔵
の
関
係
資
料
を
ま
と
め
て
「
上
毛
孤
児
院
関
係
資
料
」

と
し
て
第
5
巻
に
収
録
し
た
。
同
巻
に
は
解
説
を
収
載
し
、
総
目
次
を
C
D-

R
O
M
に
収
め
、
巻
末
に
付
す
。

ま
た
付
録
と
し
て
、
幻
灯
会
で
上
映
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
の
ガ
ラ
ス
原
盤
約
二
〇
〇
枚
を
D
V
D
に
収
録
し
た
。

日
清
・
日
露
戦
争
を
鼓
舞
す
る
も
の
や
衛
生
思
想
普
及
の
も
の
な
ど
、
市
販
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ス
ラ
イ
ド
も
あ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
上
毛
孤
児
院
の
子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
を
写
し
だ
し
、
ま
た
孤
児
院
に
辿
り
着
く
ま
で
の

様
子
を
紙
芝
居
ふ
う
に
仕
立
て
た
も
の
な
ど
、
上
毛
孤
児
院
を
紹
介
す
る
貴
重
な
画
像
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
中

に
は
明
治
三
陸
大
地
震
（
一
八
九
六
年
）
の
孤
児
の
写
真
も
含
ま
れ
て
い
る
。

震
災
な
ど
災
害
や
貧
困
な
ど
に
よ
っ
て
子
ど
も
が
子
ど
も
と
し
て
生
き
て
い
く
権
利
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
事
態

は
、
現
代
に
お
い
て
も
な
お
深
刻
で
あ
る
。
そ
の
と
き
社
会
は
ど
の
よ
う
に
し
て
子
ど
も
の
人
権
を
護
る
の
か

─
─

そ
の
問
題
提
起
に
こ
た
え
る
近
代
の
児
童
養
護
史
・
児
童
教
育
史
の
貴
重
資
料
と
し
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─

六
花
出
版

刊行にあたって

上毛孤児院関連年表



内容見本
〈縮小してあります〉

◉
『
孤
児
の
友
』
創
刊
号
（
一
八
九
九
年
二
月
）

◉
『
上
毛
孤
児
院
月
報
』
第
50
号
（
一
九
〇
三
年
三
月
）



推薦します

群
馬
県
前
橋
の
地
に
キ
リ
ス
ト
者
宮
内
文
作
、
金
子
尚
雄

ら
に
よ
っ
て
上
毛
孤
児
院
が
誕
生
し
た
の
は
、
一
八
九
二
（
明
治

二
五
）
年
六
月
末
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
設
立
の
主
意
書
に
は

「
天
下
憐
ム
ヘ
キ
モ
ノ
誠
ニ
多
シ
而
シ
テ
就
中
憐
ム
ヘ
キ
モ
ノ
最

モ
甚
シ
キ
モ
ノ
孤
児
ノ
及
フ
モ
ノ
ナ
カ
ル
ベ
シ
」
云
々
と
あ
り
、

家
庭
や
社
会
、
国
家
か
ら
疎
外
さ
れ
た
孤
児
た
ち
の
生
活
を
守

る
こ
と
を
表
明
し
、
覚
悟
し
て
い
る
。
そ
の
後
孤
児
院
は
一
八

九
九
年
二
月
に
院
報
『
孤
児
の
友
』（
後
に
『
上
毛
孤
児
院
月
報
』
）

を
発
刊
す
る
。

一
九
世
紀
末
は
社
会
事
業
雑
誌
の
草
創
期
で
も
あ
る
。
た
と

え
ば
博
愛
社
は
『
博
愛
雑
誌
』（
一
八
九
一
年
）
や
『
博
愛
月
報
』（
一

八
九
九
年
）
を
、
岡
山
孤
児
院
は
『
岡
山
孤
児
院
新
報
』（
一
八
九

六
年
）
を
刊
行
す
る
。
石
井
十
次
は
「
新
聞
は
此
世
を
支
配
す
る

能
力
の
権
化
な
り　

筆
は
剣
な
り
剣
は
権
な
り
」
と
当
時
の
日

誌
に
認
め
て
い
る
。
社
会
事
業
の
世
界
で
も
新
聞
や
雑
誌
と
い

っ
た
活
字
媒
体
が
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
思
想
を
運

ぶ
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
は
じ
め
た
時
代
の
証
左
で
あ
る
。

我
々
は
か
か
る
資
料
か
ら
当
時
の
院
に
関
わ
っ
て
い
る
人
々

の
思
想
や
実
践
、
院
の
状
況
、
子
ど
も
の
声
、
寄
付
者
名
等
々

を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
今
回
、『
上
毛
孤
児
院
関

係
資
料
集
成
』
全
五
巻
と
し
て
雑
誌
や
写
真
等
貴
重
な
資
料
が

刊
行
さ
れ
る
と
い
う
、
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
限
り
だ
。
近
代
日

本
の
も
う
一
つ
の
側
面
を
知
り
、
歴
史
の
全
体
像
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
。
福
祉
関
係
の
み
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
、
地
域

史
、
近
代
の
歴
史
に
関
心
あ
る
人
に
読
ま
れ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

い
つ
の
時
代
も
自
然
の
大
災
害
は
、
ま
ず
貧
し
い
人
や
子
ど
も
・
老
人
を
襲
い
ま
す
が
、
一
八
九
一
（
明
治

二
四
）
年
の
濃
尾
大
地
震
で
も
親
を
失
い
孤
児
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を

聞
い
て
、
何
と
か
孤
児
た
ち
を
預
か
っ
て
育
て
て
や
り
た
い
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
宮
内
文
作
ら
が
遠
く
離
れ
た
地

で
開
い
た
の
が
上
毛
孤
児
院
で
す
が
、
今
と
異
な
り
行
政
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

孤
児
の
訓
育
の
方
法
が
教
訓
化
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
っ

て
こ
の
孤
児
院
が
確
か
に
子
ど
も
を
育
て
て
い
た
こ
と
は
、
戦
後
に
施
設
が
制
度
化
さ
れ
る
ま
で
、
関
係
者

が
必
死
に
知
恵
を
出
し
、
慈
善
活
動
を
工
夫
し
、
財
源
を
確
保
し
、
院
を
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と

に
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
必
死
の
努
力
、
工
夫
、
そ
し
て
思
い
が
、
雑
誌
『
孤
児
の
友
』『
上
毛
孤
児
院
月
報
』
に
描
か
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
こ
の
た
び
そ
れ
が
復
刻
さ
れ
て
、
は
じ
め
て
多
く
の
人
が
そ
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
西
の
岡
山
孤
児
院
に
比
し
て
、
東
の
上
毛
孤
児
院
は
こ
れ
ま
で
一
部
の
人
を
除
い
て
詳
し

く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
も
含
め
て
、
こ
の
復
刻
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
容
を
よ
う
や
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
は
平
等
に
生
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
社
会
的
環
境
は
一
人
ひ
と
り
異
な
り
、
あ
る
意

味
差
別
的
で
す
。
そ
の
生
得
的
な
不
平
等
を
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
通
じ
て
後
天
的
に
で
き
る
だ
け
平
等
に
近

づ
け
る
の
が
社
会
の
責
務
で
す
が
、
上
毛
孤
児
院
の
歴
史
は
、
近
代
日
本
人
の
こ
の
平
等
化
へ
の
努
力
の
、

大
切
な
証
左
と
な
る
で
し
ょ
う
。

十九世紀末、社会事業メディアの誕生
室田保夫（関西学院大学教授）

社
会
平
等
化
へ
の
努
力
の
証
左

汐
見
稔
幸
（
白
梅
学
園
大
学
学
長
）

明治三陸大地震によって保護者を失った子どもたち

北海道農場での
蕎麦の収穫



推薦します

我
が
郷
土
近
代
群
馬
の
夜
明
け
は
養
蚕
・
製
糸
と
キ
リ
ス
ト
教
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
幕
末
か
ら
明

治
初
期
上
州
産
生
糸
は
そ
の
秀
逸
性
の
由
に
世
界
に
雄
飛
し
た
。
同
時
期
、
新
島
襄
は
国
禁
を
侵
し
て

渡
米
、
彼
の
地
で
学
び
終
え
て
明
治
初
年
、
准
宣
教
師
と
し
て
、
帰
国
後
、
県
内
に
伝
道
し
て
群
馬
を

日
本
に
冠
た
る
キ
リ
ス
ト
教
県
と
な
し
て
い
る
。
こ
の
新
島
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
た
ち
が

一
八
九
二
年
、
県
都
前
橋
に
開
設
し
た
の
が
「
上
毛
孤
児
院
」
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
支
え
手
も
ま
た
新

島
の
息
の
か
か
っ
た
県
内
の
養
蚕
、
蚕
種
、
製
糸
、
絹
織
物
を
営
む
地
域
の
素
封
家
・
名
望
家
で
占
め

ら
れ
、
こ
れ
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
（
米
国
伝
道
会
社
）
の
宣
教
師
が
加
わ
っ
て
い
た
。
同
時
期
、
彼
ら
は

女
学
校
（
共
愛
学
園
）
、
幼
稚
園
（
清
心
幼
稚
園
）
等
を
次
々
に
立
ち
上
げ
、
社
会
的
弱
者
に
光
を
当
て
た
。

特
筆
す
べ
き
は
そ
の
全
て
が
今
で
も
存
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
上
毛
孤
児
院
も
現
在
、「
上
毛
愛
隣

社
」
と
改
称
し
て
そ
の
一
角
を
な
し
て
い
る
。

『
孤
児
の
友
』（
『
上
毛
孤
児
院
月
報
』
と
改
称
）
は
奇
し
く
も
上
毛
最
強
の
キ
リ
ス
ト
教
文
筆
家
柏
木
義
円

が
主
幹
し
た
『
上
毛
教
界
月
報
』
発
刊
の
翌
一
八
九
九
年
に
院
の
広
告
宣
伝
を
兼
ね
た
活
動
報
告
誌
と
し

て
出
さ
れ
た
も
の
で
戦
前
期
の
院
の
歩
み
の
ほ
ぼ
全
容
を
今
に
伝
え
る
。

本
資
料
復
刻
は
過
ぎ
越
し
群
馬
の
近
代
を
読
み
解
き
、
来
る
べ
き
福
祉
時
代
の
郷
土
を
模
索
す
る
貴

重
な
一
書
と
確
信
し
推
薦
の
辞
と
し
た
い
。

本
資
料
集
成
の
発
行
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
、
明
治
期
に
設

立
さ
れ
た
上
毛
孤
児
院
の
全
貌
に
ふ
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
収
録
さ
れ
た
『
孤
児
の
友
』『
上
毛
孤
児
院
月
報
』
等
の

史
料
を
丹
念
に
読
み
込
め
ば
、
宮
内
文
作
、
金
子
尚
雄
ら
上
毛

孤
児
院
の
創
設
者
、
実
践
者
の
思
想
と
苦
闘
を
詳
細
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
、
社
会
事
業
史
研
究
に
資
す
る
こ
と
大
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
上
毛
孤
児
院
を
必
要
と
し
た
子

ど
も
た
ち
の
実
態
も
教
え
て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
、『
孤
児
の
友
』

第
一
号
に
は
、
あ
る
院
児
の
履
歴
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
母
を

亡
く
し
、
父
を
亡
く
し
て
孤
児
と
な
っ
て
弟
と
と
も
に
保
護
さ
れ

た
院
児
が
語
る
自
ら
の
境
遇
は
、
涙
無
く
し
て
は
読
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
明
治
期
日
本
の
底
辺
社
会
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
子
ど
も
の

生
活
の
姿
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
生
活
史
研
究
の
た
め

に
も
、
本
資
料
集
成
は
豊
富
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
付
録
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
幻
灯
資
料
も
楽
し
み
で
す
。

上
毛
の
地
か
ら
発
信
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
福
祉
事
業
誌

藤
岡
一
雄
（
元
共
愛
学
園
中
学
・
高
等
学
校
教
師
）

草創期社会事業の原点を探る資料集成
松本園子（白梅学園大学子ども学部教授）

明治三陸大地震によって保護者を失った子どもたち

北海道農場寮舎



◉
金
子
尚
雄
『
孤
児
院
記
録
』
一
八
九
八
年
よ
り

◉
活
動
写
真
「
小
公
子
」
ポ
ス
タ
ー
（
一
九
二
一
年
）

内容見本
第5巻より

〈縮小してあります〉



み
な
し
ご
へ
の
同
情

告
別
の
辞

二
日
の
旅
行

札
幌
矯
風
会
員
諸
氏
に
告
ぐ

憶
記
録

一
銭
会
設
立
趣
意

陰
徳
陽
報

明
治
28
年
日
記

孤
児
院
記
録

思
う
婦
し
ぶ
し

25
年
の
回
顧

童
話
の
栞

設
立
趣
意
書

孤
児
救
済
軍

激
励
の
手
紙

二
年
目
報
告

四
年
目
報
告

北
毛
巡
回
記

芸
妓
出
演
辞
退

財
団
法
人
認
可
願
い
・
許
可

収
容
方
針

名
称
変
更
勧
告

救
済
事
業
調
査

月
報
発
行
部
数
調
査

上
毛
孤
児
院
規
則

上
毛
孤
児
院
概
則

修
交
会
規
則

慈
善
袋　

2
種
類　

表
裏

十
年
紀

小
さ
き
母
の
原
稿

農
場
借
用

農
地
払
い
下
げ

園
芸
部
開
設

農
業
部
資
金
募
集
趣
意
書

開
拓
成
功
を
認
め
る
文
書

ク
オ
バ
デ
ィ
ス
ポ
ス
タ
ー

小
公
子
ポ
ス
タ
ー

上
毛
孤
児
院
記

25
年
の
回
顧

降
誕
祭
会
話
（
ク
リ
ス
マ
ス
劇
の
脚
本
）

第5巻『上毛孤児院関係資料』収録内容

精
神
障
害
者
は
日
本
の
近
代
を
ど
う
生
き
た
か
│
│

戦
前
期
、「
私
宅
監
置
」
と
い
う
名
の
も
と
で
、
精
神
障
害
者
は
治
療
を

放
棄
さ
れ
、
社
会
生
活
か
ら
隔
離
さ
れ
、
人
権
を
無
視
し
た
監
禁
状
態
を

強
い
ら
れ
て
い
た
。

近
代
の
日
本
の
精
神
障
害
者
が
置
か
れ
た
状
況
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら

明
ら
か
に
す
る
、
諸
資
料
を
復
刻
！

◉
A
4
判
・
上
製
・
各
巻
約
3
5
0
p
／
揃
定
価
2
2
5
、
0
0
0
円
＋
税

◦
第
１
回
配
本　

第
1
巻
〜
第
3
巻　

７
５
、０
０
０
円
＋
税

IS
B
N
978-8350-6800-8

◦
第
２
回
配
本　

第
4
巻
〜
第
6
巻　

７
５
、０
０
０
円
＋
税

IS
B
N
978-4-905421-00-9
◦
第
３
回
配
本　

第
7
巻
〜
第
9
巻　

７
５
、０
０
０
円
＋
税

IS
B
N
978-4-905421-04-7

◉
岡
田
靖
雄
・
小
峯
和
茂
・
橋
本
明
＝
編
・
解
説

編
集
復
刻
版

『
精
神
障
害
者
問
題
資
料
集
成
』戦
前
編

全
9
巻

既刊図書

日
本
の
精
神
医
療
史
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
「
私
宅

監
置
」
す
な
わ
ち
患
者
の
家
族
が
警
察
に
届
け
出
て
自
宅
に
患
者
を
監
禁

し
て
き
た
こ
と
│
│
に
つ
い
て
の
初
め
て
の
実
証
的
研
究
。

患
者
・
家
族
・
地
域
社
会
の
視
点
か
ら
精
神
病
者
と
看
護
者
・
地
域
・

病
院
・
行
政
の
問
題
を
と
ら
え
直
す
。

◉
A
5
判
・
上
製
・
2
4
0
頁
／
定
価
4
、
0
0
0
円
＋
税

IS
B
N
978-4-905421-08-5

◉
橋
本
明
＝
著

『
精
神
病
者
と
私
宅
監
置

─
─
近
代
日
本
精
神
医
療
史
の
基
礎
的
研
究
』

一
九
三
一
年
、
民
間
社
会
事
業
団
体
の
経
営
難
と
利
用
者
増
大
と
い
う

困
難
な
時
代
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
全
日
本
私
設
社
会
事
業
連
盟
の
機
関
誌
。

創
刊
は
一
九
三
三
年
二
月
。
戦
前
・
戦
中
期
の
社
会
事
業
に
関
す
る
論
考

と
情
報
が
満
載
さ
れ
た
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

◉
A
４
判
・
上
製
・
総
約
一
一
〇
〇
頁
／
揃
定
価
六
〇
、
〇
〇
〇
円
（
予
価
）

◦
二
〇
一
二
年
刊
行
予
定

◉
寺
脇
隆
夫
・
庄
司
拓
也
＝
解
説

復
刻
版『
私
設
社
会
事
業
』全
3
巻
＋
別
冊
１

◦
二
〇
一
二
年
一
二
月
刊
行
予
定

◉
藤
野
豊
＝
編
・
解
説

編
集
復
刻
版『
戦
後
初
期
人
身
売
買
問
題
資
料
集
成
』

刊行予定



﹃
上
毛
孤
児
院

関
係
資
料
集
成
﹄

概
要

編
集
復
刻
版

全
5
巻
＋
付
録
D
V
D
1
枚

◎
体
裁
︱
︱
︱
︱ 
B
5
判
・
A
4
判
︵
第
5
巻
の
み
︶・
上
製
・
２
０
４
２
ペ
�
ジ

◎
揃
定
価
︱
︱
︱ 
1
1
0
�
0
0
0
円
＋
税

◎
編
・
解
説
︱
︱ 
宇
都
榮
子
︵
専
修
大
学
教
授
︶

 

細
谷
啓
介
︵
上
毛
愛
隣
社
理
事
長
︶

◎
推
薦
︱
︱
︱
︱ 
室
田
保
夫
︵
関
西
学
院
大
学
教
授
︶

 

汐
見
稔
幸
︵
白
梅
学
園
大
学
学
長
︶

 

藤
岡
一
雄
︵
元
共
愛
学
園
中
学
・
高
等
学
校
教
師
︶

 

松
本
園
子
︵
白
梅
学
園
大
学
子
ど
も
学
部
教
授
︶

◎
構
成
内
容

�
第
1
回
配
本
�

第
1
巻 

﹃
孤
児
の
友
﹄
第
1
号
�
第
49
号

1
8
9
9
年
2
月
�
1
9
0
3
年
2
月
◆
4
4
４
p

第
2
巻 

﹃
上
毛
孤
児
院
月
報
﹄
第
50
号
�
第
83
号

1
9
0
3
年
3
月
�
05
年
12
月
◆
3
8
0
p

付
録
D
V
D 
﹃
上
毛
愛
隣
社　

幻
灯
資
料
﹄︵
上
毛
愛
隣
社
編
・
解
説
︶

 

︱
︱
︱
︱
定
価
4
5
�0
0
0
円
＋
税
︿
2
0
1
1
年
12
月
刊
﹀IS

B
N
9
7
8
-4
-9
0
5
4
2
1-0

9
-2

�
第
2
回
配
本
�

第
3
巻 

﹃
上
毛
孤
児
院
月
報
﹄
第
84
号
�
第
116
号

1
9
0
6
�
08
年
◆
3
６
８
p

第
4
巻 

﹃
上
毛
孤
児
院
月
報
﹄
第
117
号
�
第
145
号
／
第
146
号
�
第
177
号
の
抄
録

1
9
0
9
�
39
年
◆
４
６
８
p

第
5
巻＊ 

﹃
上
毛
孤
児
院
関
係
資
料
﹄
＋
解
説　

総
目
次
�
内
容
索
引
C
D

−

R
O
M
付
き
◆
3
８
２
p

 

︱
︱
︱
︱
定
価
6
5
�0
0
0
円
＋
税
︿
2
0
1
2
年
9
月
刊
﹀IS

B
N
9
7
8
-4
-9
0
5
4
2
1-13

-9
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